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使
節
団
に
連
れ
ら
れ
て
渡
米
し
た
５
人
の
女
子

留
学
生
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
わ
ず
か
６
歳
の
女

児
を
ア
メ
リ
カ
に
送
り
出
す
と
は
、
な
ん
と
残

酷
な
父
親
か
、
と
の
批
判
が
あ
っ
た
。

■ 

津
田
梅
子

　

渡
米
ま
も
な
い
梅
子
に
会
っ
た
翌
日
（
３
月

８
日
）、
新
島
は
ボ
ス
ト
ン
の
Ａ
・
ハ
ー
デ
ィ

ー
夫
妻
に
そ
の
消
息
を
伝
え
た
。（〔　

〕
は
本

井
）。

　
「
昨
日
、〔
５
人
中
の
〕
ふ
た
り
に
会
い
ま
し

た
。
ひ
と
り
〔
吉
益
亮
子
、
14
歳
〕
は
15
歳
く

ら
い
、
も
う
ひ
と
り
〔
津
田
梅
子
〕
は
わ
ず
か

８
歳
〔
数
え
歳
〕
で
す
。
後
者
は
、
い
ま
は
母

国
で
有
名
な
官
吏
に
な
っ
て
い
る
私
の
旧
友

〔
津
田
仙
〕
の
次
女
で
す
。

　

彼
女
は
、
私
が
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い

ほ
ど
、
可
愛
く
て
賢
い
少
女
で
す
。
彼
女
た
ち

と
実
に
楽
し
い
会
話
を
し
た
り
、
一
緒
に
食
事

を
し
た
り
し
ま
し
た
。
ふ
た
り
は
、
受
け
入
れ

家
族
の
女
性
た
ち
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
て
も
、

理
解
で
き
ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
、
私
が
会
い
に
行
く
と
、
大
喜
び
し

ま
す
。
そ
し
て
私
に
、
実
に
た
く
さ
ん
の
質
問

を
た
え
ず
し
ま
す
。
彼
ら
は
私
に
は
大
変
、
友

■ 

キ
リ
ス
ト
教
徒
大
親
睦
会

　

天
下
を
睥へ
い

睨げ
い

す
る
男
で
あ
る
。
半は
ん

身み

に
構
え

て
、
中
央
に
陣
取
る
。
第
三
回
基キ
リ
ス
ト督

教
徒
大
親

睦
会
の
集
合
写
真
（
次
ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
。

　

圧
倒
的
な
存
在
感
を
示
す
の
が
、津
田
仙（
１

８
３
７
〜
１
９
０
８
）
で
あ
る
。
内
村
鑑
三
は

二
列
目
中
央
、
そ
の
隣
り
に
は
新
島
襄
（
１
８

４
３
〜
１
８
９
０
）
が
立
つ
。

　

第
一
回
の
親
睦
会
は
、そ
れ
よ
り
５
年
前（
１

８
７
８
年
）
に
東
京
で
開
催
さ
れ
、
そ
こ
で
も

津
田
が
議
長
を
務
め
た
。
大
親
睦
会
は
、
初
期

の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
界
で
占
め
る
彼
の
ス
タ

ン
ス
を
象
徴
的
に
示
す
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　

津
田
は
、
１
８
７
５
年
、
Ｊ
・
ソ
ー
パ
ー
か

ら
洗
礼
を
受
け
、
築
地
明
石
町
の
メ
ソ
ジ
ス
ト

教
会
員
と
な
っ
た
。
農
業
指
導
者
、
北
海
道
開

拓
者
、
禁
酒
・
社
会
運
動
家
と
し
て
、
種
々
の

社
会
活
動
や
、
雑
誌
発
行
な
ど
の
啓
蒙
活
動
を

展
開
し
、
そ
の
一
方
で
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
者

と
し
て
学
校
も
設
立
し
た
。

■ 

津
田
仙

　

新
島
襄
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
ふ
た
り
の
交

流
は
、
古
い
。
年
は
、
津
田
が
６
歳
上
で
あ
る
。

１
８
５
７
年
こ
ろ
、
江
戸
の
手
塚
律
蔵
の
塾
で
、

共
に
蘭
学
を
学
ん
だ
。
１
８
６
３
年
に
は
、
ふ

た
り
と
も
吉
田
賢け
ん

輔す
け

、
杉
田
廉れ
ん

卿け
い

ら
と
キ
リ
ス

ト
教
や
聖
書
の
学
習
会
も
催
し
た
。

　

津
田
と
新
島
に
は
、
類
似
点
が
多
い
。
関
東

（
佐
倉
藩
と
安あ
ん

中な
か

藩
）
の
下
級
武
士
の
子
で
、

早
く
に
サ
ム
ラ
イ
か
ら
信
徒
へ
と
転
身
し
た
。

共
に
、
士
族
を
捨
て
、
平
民
と
な
っ
た
。
若
く

し
て
海
外
生
活
（
津
田
は
視
察
・
出
張
、
新
島

は
留
学
）
を
経
験
し
、
後
半
生
は
、
民
間
人
と

し
て
在
野
で
伝
道
や
キ
リ
ス
ト
教
教
育
に
尽
力

し
た
点
も
共
通
す
る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
津
田
の
研
究
は
、
立
ち

遅
れ
て
い
る
。
都
田
豊
三
郎
『
津
田
仙
』（
１

９
７
２
年
）
や
高
崎
宗そ
う

司じ

『
津
田
仙
評
伝
』（
草

風
社
、
２
０
０
８
年
）
が
目
に
つ
く
程
度
で
あ

る
（
本
稿
は
、後
者
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
）。

　

津
田
と
新
島
襄
の
交
流
、
と
な
る
と
、
さ
ら

に
貧
弱
で
あ
る
。
拙
稿
「
同
志
社
と
学
農
社
」

（『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
』
49
、
２
０
０

０
年
12
月
）、な
ら
び
に
同「
新
島
襄
と
津
田
仙
」

（
同
前
50
、
２
０
０
１
年
）
く
ら
い
で
あ
る
。

■ 

岩
倉
使
節
団

  

新
島
は
函
館
か
ら
密
出
国
し
て
渡
米
留
学
し

た
の
で
、
ニ
ュ
ー
・

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
時
代
、

故
国
の
家
族
と
は
自

由
に
交
信
が
で
き
な

か
っ
た
。
正
規
の
パ

ス
ポ
ー
ト
を
得
る
ま

で
、
日
本
側
の
窓
口

の
ひ
と
つ
を
津
田
が

務
め
た
。

　

29
歳
の
大
学
院
生

（
神
学
生
）
の
時
、

津
田
の
次
女
と
出
会

う
機
会
が
新
島
に
訪

れ
た
。
梅
子
（
１
８

６
４
〜
１
９
２
９
）

で
あ
る
。
１
８
７
２

年
春
、
場
所
は
ワ
シ

ン
ト
ン
で
あ
っ
た
。

新
島
は
少
弁
務
使
の

森
有あ
り

礼の
り

の
要
請
で
、

岩
倉
使
節
団
に
協
力

す
る
た
め
に
、
ア
ン

ド
ー
ヴ
ァ
ー
か
ら
呼

び
出
さ
れ
た
。

　

一
方
の
梅
子
は
、

特 別 寄 稿

「同志社の完成は三百年」
新島襄と津田仙

本井 康博
� （大学神学部教授）
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6061

特
別
寄
稿

学
長
が
、
札
幌
農
学
校
の
教
頭
を
兼
務
し
た
こ

と
か
ら
も
、
同
校
は
北
海
道
開
拓
の
モ
デ
ル
校

で
あ
っ
た
。

　

帰
国
後
は
、
学
農
社
の
業
務
を
父
親
か
ら
引

き
継
ぎ
、『
農
業
雑
誌
』
の
編
集
な
ど
に
従
事

し
た
。
そ
の
後
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
実
業
に

就
く
も
、
日
米
戦
争
で
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

ま
も
な
く
死
去
し
た
。

■ 

北
海
道
に
か
け
る
期
待

　

啓
蒙
家
と
し
て
の
津
田
仙
は
、『
農
業
雑
誌
』

に
続
い
て
、
１
８
８
０
年
に
は
『
北
海
道
開
拓

雑
誌
』
を
創
刊
し
た
。
日
本
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン

た
ち
は
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
類
似

性
か
ら
、
総
じ
て
北
海
道
に
は
早
く
か
ら
親
近

感
を
抱
い
て
い
た
。
津
田
と
新
島
も
、
北
海
道

を
見
る
視
座
で
は
、
一
致
す
る
。

　

雑
誌
の
創
刊
は
、
北
海
道
開
拓
長
官
、
黒
田

清
隆
の
発
案
で
、
資
金
（
百
三
十
円
）
も
出
た
。

印
刷
人
は
、
安
中
出
身
の
山
田
亨
次
（『
農
業

雑
誌
』
２
代
目
編
集
者
）
で
あ
る
。
彼
は
、
安

中
藩
で
新
島
を
教
え
た
山
田
三さ
ん

川せ
ん

の
息
子
で
、

同
志
社
を
中
退
し
て
い
る
（
拙
稿
「
新
島
襄
と

山
田
三
川
・
亨
次
」、『
同
志
社
談
叢
』
20
、
２

０
０
０
年
３
月
）。

　

長
男
の
元
親
は
、
同
志
社
で
は
不
平

党
の
一
人
と
な
っ
た
。
不
満
の
爆
発
が
、

「
自
責
の
杖
事
件
」（
１
８
８
０
年
）
を

生
ん
だ
。
元
親
や
徳
冨
健
次
郎
（
蘆ろ

花か

）
の
２
年
上
級
組
が
引
き
起
こ
し
た

無
届
け
欠
席
（
ス
ト
）
が
、
起
因
と
な

っ
た
。

　

事
件
の
あ
と
、
不
平
党
は
、
黒
幕
で

あ
る
５
年
生
の
徳
富
猪
一
郎
（
蘇
峰
）

始
め
、
一
斉
退
学
を
決
意
す
る
。
新
島

は
蘇
峰
の
翻
意
に
尽
力
し
た
。
元
親
に

対
し
て
も
そ
う
で
あ
る
。
津
田
か
ら
託

さ
れ
た
子
を
中
退
さ
せ
る
わ
け
に
は
い

か
な
か
っ
た
。

　

結
局
、
退
学
を
決
行
し
た
の
は
、
蘇

峰
始
め
、
少
数
に
止
ま
っ
た
。
元
親
は
、

同
志
社
を
卒
業
後
、
鉄
道
関
連
の
仕
事

に
就
い
た
。
渡
米
し
て
鉄
道
に
つ
い
て

研
究
を
進
め
た
も
の
の
、
帰
国
後
に
若

死
に
し
た
。

　

つ
い
で
、
次
男
で
あ
る
。
次
郎
の
同

志
社
生
活
は
、
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。

卒
業
後
は
、
ア
ー
モ
ス
ト
に
あ
る
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学
に
留
学
し
た
。

新
島
の
推
薦
か
。
Ｗ
・
Ｓ
・
ク
ラ
ー
ク

梅
子
の
弟
（
元も
と

親ち
か

と
次
郎
）
が
、
新
島
に
接
近

す
る
。
津
田
自
身
、
東
京
で
男
子
校
を
開
校
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
男
と
次
男
を
同
志
社

へ
送
っ
た
。
新
島
へ
の
信
頼
の
深
さ
が
、
窺
え

る
。

■ 

津
田
元
親
・
次
郎

　

彼
ら
に
少
し
で
も
役
に
た
つ
こ
と
が
で
き
て
、

私
は
本
当
に
感
謝
で
一
杯
で
す
」。

■
そ
の
後
の
梅
子

　

そ
の
後
の
梅
子
と
新
島
と
の
交
流
は
、
深
く

は
な
い
。
両
者
の
帰
国
後
も
、
そ
う
で
あ
る
。

た
だ
、
一
度
、
新
島
が
伊
藤
博
文
を
訪
ね
た
際
、

同
家
で
英
語
の
家
庭
教
師
を
し
て
い
た
梅
子
と

再
会
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

梅
子
が
創
設
し
た
女
子
英
学
塾
（
現
津
田
塾

大
学
）
と
同
志
社
と
の
関
係
も
薄
い
。
梅
子
は

（
仙
と
同
様
に
）
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
宣
教
師
に
対

し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
方
の

新
島
は
、
自
身
が

ミ
ッ
シ
ョ
ン
派
遣

の
宣
教
師
で
あ
っ

た
。

　

例
外
は
、
元も
と

良ら

勇
次
郎
と
上
野
栄

三
郎
で
、
後
述
す

る
よ
う
に
、
ふ
た

り
は
、
津
田
家
に

近
い
。

　

同
志
社
の
創
立

以
後
は
、
今
度
は

好
的
で
、
恐
れ
ず
に
質
問
を
し
て
き
ま
す
。
と

い
う
の
も
、
質
問
を
す
る
こ
と
を
た
め
ら
う
よ

う
で
は
、
は
な
は
だ
残
念
だ
、
と
言
っ
て
お
い

た
か
ら
で
す
。

　

彼
ら
に
説
教
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
楽
し
い
や
り
か
た
で
、
倫
理
的
な
原

則
を
教
え
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
訪
ね
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
女
ら
は
、

私
の
こ
と
を
女
好
き
（a lover of girls

）
と
は

見
な
い
で
、
親
切
な
教
師
で
あ
る
、
と
見
て
く

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
と
言
う
の
も
、
私
が

話
し
か
け
る
た
び
に
日
本
式
の
礼
を
恭
し
く
し

て
く
れ
る
か
ら
で
す
。

津田元親（右）・次郎（左）。同志社大学社史資料センター蔵。

「新島襄自責の杖事件」の引き金となった「御伺書」（1880年4月）。津田元親の名がある。

津田梅子　7歳頃、ワシントンにて
（津田塾大学津田梅子資料室蔵）
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淇き

水す
い

と
蘇
峰
〔
父
子
〕
に
送
っ
た
」
と
伝
え
る
。

地
元
に
は
、「
新
島
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
持
ち
帰

っ
て
、
蘇
峰
に
贈
っ
た
」
と
の
伝
承
も
あ
る
。

当
事
者
の
蘇
峰
自
身
は
、「
新
島
先
生
が
、
其そ

の
種
子
数
粒
を
書
翰
袋
の
中
に
入
れ
、
淇
水
翁

に
米
国
か
ら
齎も
た

ら
し
来
り
て
贈
ら
れ
た
も
の
」

と
回
顧
す
る
（
大
越
哲
仁
「
熊
本
の
富
士
と
カ

タ
ル
パ
」
22
頁
、『
民
友
』
３
８
８
、
２
０
１

２
年
４
月
）。

　

た
だ
、
細
か
い
点
で
、
不
審
が
残
る
。
新
島

は
、
ボ
ス
ト
ン
滞
在
中
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

の
種
苗
商
（
通
販
）
に
カ
タ
ル
パ
に
つ
い
て
問

い
合
わ
せ
を
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
業
者
が
熊

本
へ
種
か
苗
を
直
送
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
は
、
淇
水
（
一い
っ

敬け
い

）
が
、
津
田
か
ら

取
り
寄
せ
た
可
能
性
も
残
る
。
学
農
社
は
、
カ

タ
ル
パ
の
苗
を
１
本
二
十
銭
で
す
で
に
売
り
出

し
て
い
た
。
徳
冨
蘆
花
の
『
み
み
ず
の
た
は
こ

と
』
に
よ
る
と
、
一
敬
は
東
京
に
出
る
と
、
ユ

ー
カ
リ
、
ア
カ
シ
ア
、
カ
タ
ル
パ
な
ど
の
苗
を

仕
入
れ
て
は
、
熊
本
に
持
ち
帰
っ
て
い
る
。
再

渡
米
す
る
新
島
に
、
現
地
調
達
を
頼
ん
だ
の
は
、

淇
水
か
も
し
れ
な
い
。
新
島
に
は
、
カ
タ
ル
パ

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
、
何
も
な
い
か

ら
で
あ
る
。

津
田
は
祈
祷
を
受
け
持
っ
た
。
新
島
も
わ
ざ
わ

ざ
京
都
か
ら
駆
け
つ
け
、
小
崎
の
按あ
ん

手し
ゅ

礼
を
司

っ
た
。

　

以
後
、
小
崎
自
身
も
、
公
私
共
に
津
田
の
指

導
を
受
け
る
。
津
田
の
養
女
と
も
い
う
べ
き
岩

村
千
代
を
配
偶
者
に
し
た
。
こ
の
時
、
学
農
社

分
校
で
合
同
結
婚
式
を
挙
げ
た
の
が
、
上
野
で

あ
る
。
花
嫁
は
津
田
の
長
女
、
琴
で
あ
っ
た
。

　

小
崎
、
上
野
の
ほ
か
に
も
、
津
田
の
紹
介
で

結
婚
し
た
者
に
元
良
（
旧
姓
杉
田
）
が
い
る
。

相
手
は
、
小
崎
夫
人
と
同
級
の
元
良
米
子
で
あ

っ
た
。

■ 

カ
タ
ル
パ

　

次
に
、
農
業
指
導
者
と
し
て
の
津
田
で
あ
る

が
、
欧
米
品
種
の
輸
入
や
普
及
、
さ
ら
に
は
販

売
に
力
を
入
れ
た
。
洋
食
党
の
新
島
は
、
ア
ス

パ
ラ
や
ブ
ド
ウ
な
ど
の
西
洋
野
菜
を
津
田
か
ら

斡
旋
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

津
田
は
、
ほ
か
に
も
ア
カ
シ
ア
や
神し
ん

樹じ
ゅ

（
ニ

ワ
ウ
ル
シ
）、
ポ
プ
ラ
な
ど
の
街
路
樹
の
普
及

に
も
力
を
入
れ
た
。
カ
タ
ル
パ
も
そ
う
で
あ
る
。

カ
タ
ル
パ
に
関
し
て
は
、
熊
本
の
徳
富
記
念
館

の
も
の
が
、
有
名
で
あ
る
。
記
念
館
は
「
新
島

襄
が
そ
の
種
を
ア
メ
リ
カ
か
ら
取
り
寄
せ
て
、

■ 

青
山
学
院
と
群
羊
社

　

学
農
社
の
学
校
は
、
財
政
難
か
ら
結
局
は
廃

校
に
追
い
込
ま
れ
た
。
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
信
徒

と
し
て
、
津
田
は
青
山
学
院
の
創
立
に
も
、
大

い
に
貢
献
し
た
。
前
身
校
の
耕
教
学
舎
で
最
初

に
教
員
と
な
っ
た
の
は
、
元
良
、
和
田
正
幾
、

長お
さ

田だ

時
行
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
津
田
の
息
が
か

か
り
、
し
か
も
同
志
社
出
身
者
で
あ
る
。

　

伝
道
の
面
で
も
、
同
様
で
あ
る
。
学
農
社
ス

タ
ッ
フ
の
大
半
を
同
志
社
出
身
者
が
占
め
た
の

で
、京
橋
肴さ
か
な

町ち
ょ
う

に
設
置
さ
れ
た
学
農
社
分
校（
銀

座
簿
記
夜
学
校
）
は
、
同
志
社
の
東
京
拠
点
と

な
っ
た
。
彼
ら
の
多
く
は
、
同
志
社
系
の
会
衆

派
信
徒
で
あ
っ
た
の
で
、「
群
羊
社
」
の
名
の

も
と
に
、
独
自
に
礼
拝
を
開
始
し
、
会
衆
派
教

会
の
建
設
を
夢
見
た
。

■ 

霊
南
坂
教
会
と
小
崎
弘
道

　

そ
こ
へ
、
同
志
社
第
１
回
卒
業
生
、
小
崎
弘

道
が
水
沢
（
現
奥
州
市
）
赴
任
の
途
上
、
東
京

に
立
ち
寄
っ
た
。
群
羊
社
の
信
徒
た
ち
は
、
小

崎
に
牧
師
と
な
る
よ
う
に
懇
請
し
た
。
小
崎
が

応
諾
し
た
結
果
、
生
ま
れ
た
の
が
、
新し
ん

肴さ
か
な

町ち
ょ
う

教

会
、
今
の
霊
南
坂
教
会
で
あ
る
。
設
立
式
で
は
、

　

こ
の
た
め
に
津
田
は
、
新
島
に
教
員
派
遣
を

要
請
し
た
。
同
志
社
初
期
の
入
学
生
、
中
島
力

造
と
上
野
栄
三
郎
が
、
つ
い
で
元も
と

良ら

勇
次
郎
が

赴
任
し
た
。
そ
の
後
を
窪
田
義
衛
、
岡
田
松ま
つ

生お

、

小
崎
弘
道
、
山
田
享
次
ら
が
続
く
。

　

時
に
は
、
逆
の
動
き
も
あ
る
。
三
輪
振
次
郎

は
学
農
社
か
ら
同
志
社
に
転
入
し
た
。
続
い
て
、

越
後
与
板
の
三
輪
家
か
ら
は
、
三
輪
源
造
始
め

10
人
近
く
が
、
同
志
社
に
入
学
す
る
。
新
原
俊

秀
の
よ
う
に
、
学
農
社
が
廃
校
さ
れ
た
際
に
、

同
志
社
に
転
学
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

　

中
島
、
元
良
、
上
野
ら
は
、
学
農
社
か
ら
ア

メ
リ
カ
留
学
の
道
を
歩
む
。
斡
旋
し
た
の
は
、

い
ず
れ
も
津
田
で
あ
る
。
中
島
と
元
良
は
、
帰

国
後
、
帝
大
（
東
大
）
教
授
に
就
任
す
る
。

　

上
野
は
財
界
で
活
躍
す
る
（
吉
崎
雅
俊

「W
ho is M

r. E
izaburô U

en
o?

」、D
A

C
 

new
s, Vol.59, 2003. 9.1

）。

　

学
農
社
の
ス
タ
ッ
フ
で
異
色
な
の
は
、
内
村

鑑
三
で
あ
る
。
動
物
学
を
教
え
る
傍
ら
、
雑
誌

編
集
を
手
伝
う
。
が
、
ま
も
な
く
学
農
社
が
閉

鎖
さ
れ
た
。
彼
に
は
、
農
商
務
省
、
大
日
本
水

産
会
、
同
志
社
と
い
う
三
つ
の
進
路
が
あ
っ
た
。

彼
が
選
ん
だ
の
は
、
農
商
務
省
で
あ
っ
た
。

「
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
村
」
が
あ
る
。
信
徒
た
ち
が
、

今い
ま

金か
ね

（
瀬
棚
郡
今
金
町
神か
み

丘お
か

）
に
１
８
９
１
年

に
入
植
し
、
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会
（
現
・
日
本

キ
リ
ス
ト
教
団
利と
し

別べ
つ

教
会
）
を
組
織
し
た
。
牧

師
に
は
同
志
社
出
身
の
志
方
之こ
れ

善よ
し

が
就
い
た
。

妻
の
荻
野
吟
子
は
、
本
郷
教
会
（
現
弓ゆ
み

町ち
ょ
う

本
郷

教
会
）
の
信
徒
で
、
日
本
初
の
女
医
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
津
田
自
身
は
、
一
時
（
１
８
７

１
年
９
月
）
北
海
道
開
拓
使
の
嘱
託
に
な
っ
た
。

そ
の
間
、
黒
田
清
隆
に
頼
み
込
ん
で
、
ア
メ
リ

カ
留
学
中
の
新
島
を
開
拓
使
の
役
人
に
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
新
島
に
は
「
政
府
の
奴
隷
」
に
な

る
気
持
ち
な
ど
、
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
お
ま

け
に
、「
ヤ
ソ
嫌
い
」
で
有
名
な
黒
田
だ
か
ら
、

こ
の
話
は
最
初
か
ら
ミ
ス
マ
ッ
チ
で
は
な
か
っ

た
か
。

■ 

学
農
社

　

津
田
仙
の
働
き
の
中
で
、
同
志
社
に
最
も
近

い
の
は
、
学
農
社
で
あ
る
。
同
志
社
開
校
の
２

か
月
前
（
１
８
７
５
年
９
月
）
に
、
麻
布
に
学

農
社
農
学
校
も
開
校
さ
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
主

義
を
採
り
、
普
通
学
や
徳
育
（
精
神
教
育
）
も

重
視
し
た
。
学
内
に
は
日
曜
学
校
を
設
け
、
人

物
の
養
成
に
努
め
た
。

　

こ
の
黒
田
が
、
岩
倉
使
節
団
に
５
人
の
女
子

留
学
生
を
随
行
さ
せ
た
の
も
、
将
来
、
北
海
道

に
女
学
校
を
作
る
た
め
だ
っ
た
、
と
い
う
（
津

田
梅
子
「
洋
行
の
夢
」、『
読
売
新
聞
』
１
９
０

２
年
４
月
６
日
）。

　

津
田
は
、『
北
海
道
開
拓
雑
誌
』
で
、
本
土

か
ら
北
海
道
へ
の
移
住
を
熱
心
に
奨
励
し
た
。

ピ
ル
グ
リ
ム
・
フ
ァ
ー
ザ
ー
ズ
に
よ
る
ア
メ
リ

カ
開
拓
を
モ
デ
ル
と
し
た
。
津
田
は
、
来
日
し

た
Ｗ
・
Ｓ
・
ク
ラ
ー
ク
に
も
面
会
し
た
り
、
雑

誌
で
小
伝
な
ど
を
紹
介
し
た
り
し
た
。
ク
ラ
ー

ク
は
、
新
島
の
恩
師
で
も
あ
る
。
新
島
は
、
津

田
以
上
に
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
志
向
で
あ

っ
た
（
拙
著
『
ビ
ー
コ
ン
ヒ
ル
の
小
径
』
参
照
）。

■ 

信
徒
集
団
に
よ
る
北
海
道
開
拓

　

津
田
の
ア
ピ
ー
ル
に
真
っ
先
に
反
応
し
た
の

が
、
神
戸
の
同
志
社
系
教
派
（
会
衆
派
）
の
信

徒
た
ち
だ
っ
た
。
彼
ら
は
、「
赤
心
社
」
と
い

う
団
体
を
組
織
し
て
、
津
田
仙
を
顧
問
役
に
し

た
。
有
志
は
、
１
８
８
１
年
に
北
海
道
の
元も
と

浦う
ら

河か
わ

に
入
植
し
、
元
浦
河
教
会
を
立
ち
上
げ
る
。

新
島
襄
も
こ
れ
に
共
鳴
し
、
赤
心
社
の
株
主
と

な
っ
た
（『
創
設
期
の
同
志
社
』
２
５
２
頁
）。

　

同
志
社
系
の
開
拓
組
織
と
し
て
は
、
ほ
か
に
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■ 「
二
百
年
後
ノ

　
　

世
界
ヲ
待
ツ
」

　
「
二
百
年
」
と
言
え
ば
村
上

作
夫
で
あ
る
。
新
島
の
脳
裏
に

は
彼
の
言
葉
が
、
過よ

ぎ
っ
て
い

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
村
上
は
、

同
志
社
英
学
校
で
最
初
に
漢
文

を
教
え
た
教
員
で
、
新
島
は
校

長
と
し
て
鄭
重
に
迎
え
た
（
拙

著
『
マ
イ
ナ
ー
な
れ
ば
こ
そ
─

新
島
襄
を
語
る
（
九
）』
１
５

８
頁
以
下
、
思
文
閣
出
版
、
２

０
１
２
年
）。１
８
８
５
年
７
月
、

38
歳
で
亡
く
な
る
直
前
に
、
７

ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
小
冊
子
を
刊

行
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「 

二

百
年
後
ノ
世
界
ヲ
待
ツ
」
で
あ

る
。
彼
の
墓
碑
銘
（
南
禅
寺
天て
ん

授じ
ゅ

庵あ
ん

）
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

同
書
は
新
島
遺
品
庫
に
収
蔵

さ
れ
て
い
る
。
新
島
は
こ
れ
を

丁
寧
に
読
み
、
誤
字
を
正
し
た

う
え
、
英
語
で
冒
頭
にK

eep!

（
保
存
せ
よ
）
と
朱
書
き
す
る
。

■ 

実
は
「
三
百
年
」
で
は

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
新
島
の
回
答
は
「
三
百

年
」
で
は
な
か
っ
た
か
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ま

で
の
通
説
（
常
識
）
の
よ
う
に
、「
同
志
社
の

完
成
に
は
二
百
年
」
で
は
な
く
な
る
。
同
志
社

英
学
校
の
創
立
（
１
８
７
５
年
）
か
ら
数
え
て

２
０
０
年
に
当
た
る
２
０
７
５
年
は
、
単
な
る

通
過
点
に
過
ぎ
な
い
。

　

こ
れ
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
の
件

に
関
し
て
、
私
は
今
か
ら
７
年
前
に
問
題
提
起

を
し
て
み
た
。「
２
０
０
５　

同
志
社
東
京
・

春
の
集
い
」
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
、「
同
志
社

二
百
年
」
と
題
し
て
寄
せ
た
短
文
が
そ
れ
で
あ

る
。
２
０
０
５
年
３
月
29
日
に
同
志
社
校
友
会

東
京
支
部
Ｈ
Ｐ
に
も
再ア
ッ
プ掲
さ
れ
た
の
で
、
現
在

も
ア
ク
セ
ス
可
能
で
あ
る
。

　
『
津
田
仙
評
伝
』
は
、「
お
よ
そ
三
百
年
の
つ

も
り
」
と
の
答
え
が
、
海
舟
の
信
頼
を
得
た
、

と
明
記
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
お
前
の
財

産
を
残
ら
ず
学
校
へ
寄
付
し
て
し
ま
え
」
と
海

舟
に
言
わ
れ
た
福
沢
諭
吉
は
、「
い
ず
れ
と
く

と
勘
考
の
う
え
、
御
返
事
致
す
べ
し
」
と
答
え

た
と
い
う
（
38
頁
）。
両
者
の
対
応
の
違
い
が
、

興
味
深
い
。

い
て
い
る
（
原
田
助
『
信
仰
と
理
想
』
88
頁
、

警
醒
社
、
１
９
０
９
年
）。

■ 

海
舟
の
目
は
五
百
年
ス
パ
ン

　

二
百
年
と
三
百
年
で
は
、
差
は
大
き
い
。
典

拠
の
信し
ん

憑ぴ
ょ
う

性せ
い

か
ら
言
え
ば
、
現
場
に
い
た
津
田

の
証
言
を
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
え
、

海
舟
に
は
、
二
百
年
よ
り
三
百
年
の
ほ
う
が
、

受
け
入
れ
や
す
か
っ
た
。
海
舟
は
「
日
本
を
良

く
す
る
に
は
五
百
年
く
ら
い
か
か
る
。
新
島
の

よ
う
に
あ
ん
な
に
急
い
で
は
命
が
も
た
ぬ
」
と

蘇
峰
に
漏
ら
し
た
と
い
う（『
新
島
襄
の
交
遊
』

２
３
１
頁
）。
蘇
峰
の
別
の
回
想
に
も
、
こ
う

あ
る
、海
舟
は
新
島
に
「
あ
せ
る
な
、急
ぐ
な
」

と
、
し
ば
し
ば
進
言
し
た
、
と
。

　

小
崎
に
も
海
舟
は
同
じ
よ
う
に
言
う
。「
伝

道
は
急
い
で
は
な
ら
ぬ
」
と
。
小
崎
は
、「
新

島
先
生
に
警
告
さ
れ
た
の
も
、
之こ
れ

と
同
様
で
あ

っ
た
」
と
回
想
す
る
。「
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ

く
り
と
」
と
い
う
の
が
、
海
舟
の
持
論
で
あ
る
。

『
氷
川
清
話
』
に
も
、似
た
よ
う
な
発
言
が
出
る
。

　

海
舟
の
視
線
は
、
五
百
年
ス
パ
ン
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
蘇
峰
は
、
自
ら
の
墓
碑
（
多
磨

霊
園
）
に
「
待
五
百
年
之の

後
」
と
彫ほ

り
込
ん
だ
。

海
舟
の
感
化
で
あ
ろ
う
。

ざ
る
べ
し
と
。
こ
こ
に
お
い
て
、
伯
、
大
い
に

先
生
を
信
ず
る
に
至
り
し
と
い
う
」。

■ 

津
田
の
証
言
で
は

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
会
談
に
立
ち
会
っ
た
津
田

の
証
言
は
、
異
な
る
。
新
島
の
返
事
は
、「
凡お
よ

そ
三
百
年
の
つ
も
り
」
で
あ
る
。
念
の
た
め
に

原
文
を
引
く
。
最
初
の
勝
・
新
島
会
談
か
ら
二
、

三
日
後
、
津
田
が
海
舟
を
再
訪
す
る
と
、
海
舟

は
津
田
に
こ
う
語
っ
た
と
い
う
。

　

新
島
は
、「
目
下
、
我
国
に
是ぜ

非ひ

と
も
宗
教

を
土
台
と
す
る
一
大
学
校
を
設
立
す
る
必
要
が

あ
り
と
云い

ふ
議
論
を
滔と
う

滔と
う

と
演の

べ
た
て
、
是ぜ

非ひ

と
も
勝
に
賛
成
し
て
貰
い
た
ひ
と
熱
心
を
込
め

て
、
説
い
た
そ
う
だ
。

　

そ
う
す
る
と
、
勝
も
動
か
さ
れ
て
、
然し
か

ら
ば
、

お
前
の
希
望
の
教
育
を
日
本
全
国
に
普
及
す
る

に
は
、
一
体
、
幾い
く

年ね
ん

位
に
て
成
就
す
る
積
り
か

と
、
尋
ね
た
ら
、
新
島
君
は
直
ち
に
答
へ
て
、

凡お
よ

そ
三
百
年
の
積
り
な
り
、
と
答
へ
た
。
そ
こ

で
勝
も
、
善よ

し
、
夫そ

れ
な
ら
賛
成
を
し
て
や
る
、

と
云い

ふ
た
と
の
話
で
あ
っ
た
」（『
原
田
助
遺
集
』

３
７
２
頁
、
私
家
版
、
１
９
７
１
年
）。

　

こ
れ
は
、
津
田
が
『
警
世
』
の
記
者
に
語
っ

た
実
話
だ
と
い
い
、
原
田
は
同
文
を
著
書
に
引

■ 
勝
海
舟
と
の
面
談

　

最
後
に
津
田
の
交
流
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教

界
だ
け
で
な
く
、
政
財
界
で
も
津
田
の
顔
は
、

広
か
っ
た
。
新
島
は
津
田
の
手て

蔓づ
る

で
、
寺
島
宗

則
や
伊
藤
博
文
ら
、
何
人
も
の
要
人
に
接
触
で

き
た
。
な
か
で
も
、
勝
海
舟
で
あ
る
。
新
島
は

前
後
５
回
、
海
舟
と
面
談
し
て
い
る
。
そ
の
ほ

と
ん
ど
に
津
田
が
同
席
し
た
（
詳
し
く
は
、
拙

著
『
新
島
襄
の
交
遊
』
思
文
閣
出
版
、
２
０
０

５
年
）。

　

と
り
わ
け
、
第
１
回
が
大
事
で
あ
る
。「
同

志
社
の
完
成
に
は
二
百
年
」
と
新
島
が
答
え
た
、

と
伝
承
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
世
間
周
知

の
こ
の
挿
話
は
、
な
ぜ
か
『
勝
海
舟
全
集
』
に

も
『
新
島
襄
全
集
』
に
も
出
な
い
。
最
初
に
こ

れ
を
記
事
に
し
た
の
は
、
石
塚
正
治
編
『
新
島

先
生
言
行
録
』（
１
２
５
頁
、
福
音
社
、
１
８

９
１
年
）
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
典
拠
は
明
示
さ

れ
て
い
な
い
。
関
係
箇
所
を
引
く
。

「
●
二
百
年
の
後
を
期
す　
〔
新
島
〕
先
生
の
始

め
て
勝
伯
に
面
す
る
や
、
伯
先
ず
問
う
て
曰い
わ

く
。

同
志
社
は
何
年
を
期
し
て
成
ら
し
め
ん
と
欲
す

る
や
と
。
先
生
答
え
て
曰
く
、
こ
れ
真
神
の
事

業
な
り
、
先ま

ず
二
百
年
の
後
を
期
せ
ざ
る
を
得

津田仙の家族──前列左から梅子、琴子、初子（妻）、ふく（母）。
後列左から元親、次郎、上野（琴子の夫）、仙（1886年9月4日、麻生本村町にて。津田梅子資料室蔵）。


